
爬 虫 両棲 類 学 会 報2007(2)特 集:Herpetology of Japanの 刊 行100年 に寄 せ て 203

snake, Ramphotyphlops braminus. Amer. Mus.

Novitates, 2868 : 1-7.

Zarevsky, S. F. 1917. Formes nouvelles du genre

Vipera, trouvees dans 1'Empire russe : Vipera tigrina

n. sp. and Vipera berus var. sachalinensis var. nova?

Ann. Mus. Zool. Acad. Petrograd, 21 : 34-39. (in

Russian)

Zhao, E.-M. and K. Adler. 1993. Herpetology of China.

Society for the Study of Amphibians and Reptiles,

Ithaca, New York, 522 pp.

趙爾〓 ・黄美華 ・宗　 愉ほか.1998.中 国動物

誌,爬 行綱 第三巻 有鱗 目蛇亜 目.科 学出版

社,北 京.

<特集:Herpetology of Japanの 刊行100年 に寄せて>

ス タ イ ネ ガ ー(1907)に 掲 載 さ れ た 日本 と そ の 周 辺 地 域 の カ メ類

太田　英利

903-0213沖 縄県中頭郡西原町千原1琉 球大学熱帯生物圏研究センター

Review of chelonians listed in Stejneger (1907) from Japan and adjacent regions

By Hidetoshi Ota

Tropical Biosphere Research Center, University of the Ryukyus, Nishihara, Okinawa 903-0213, Japan

はじめに

東アジアの爬虫両生類を対象にその分類,

自然史に関する知見を体系的にまとめたスタ

イネガーの金字塔的モノグラフ,「 日本とそ

の周辺地域の両生爬虫類」(Stejneger,1907)

が刊行されてから今年でちょうど1世 紀にな

る.日 本における爬虫両生類学の歴史におい

て,と りわけ大 きな節 目と言えるこの時期に

本書の内容をレビューし,再 評価を試みるの

は有意義であろう.こ こでは本書中に扱われ

ている分類群のうち特にカメ類を取 り上げ,

それぞれの種の現時点での分類学的位置付け

や本書が刊行されて以降の変遷史について眺

めてみたい.

なお本書中ではカメ目は単弓亜綱(Subclass

Synapsida)の 一群 とされ,学 名 には19世 紀

から20世紀前半 にかけて公表 された他 の多

くの出版物 と同様,Testudinataが 用い られ

てい る.カ メ目はその後,古 生代石炭紀に

両生類から進化 した初期の爬虫類 に対 し新

た に立 て られた無弓亜綱(Anapsida)に 移 さ

れ(Williston,1925),長 くその唯一 の生 き残

り と さ れ た(Romer,1966;Gaffney,1975;

中 村 ・松 井,1988;Lee,1997).し か し こ

こ10年 あ ま りの間 に行 わ れた 一連 の形 態学

的,分 子系 統学 的再 検討 の結 果,カ メ 目は

実際 には特 殊化 した双 弓亜 綱(Diapsida),

そ れ も お そ ら く主 竜 形 下 目(Infraorder

Archosauromorpha)の1群 であるこ とが示 さ

れて い る(Rieppel and Reisz,1999;Iwabe et

al.,2005;太 田 ・高橋,2006).目 の学名 とし

てはTestudinataと い う名称 の初使用(Klein,

1751)が,Linnaeus(1758)に よる命 名法 ・

分類体系 の提唱 よ りも古い ことか ら,現 行 の

分 類体 系 にお け る公式 名称 か らはず され る

べ き との意見が出 され(Hunt ,1958;Bour and

Dubois,1986),現 在 で は お も にTestudines

が 使 わ れ て い る(た と え ばGaffney,1975,

1984; Wermuth and Mertens, 1977; Gaffney

and Meylan,1988;疋 田,1988,2002;King
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and Burke,1989;Iverson,1992).こ の ほ か

特 に近 年 で はCheloniiを 使 うべ きとす る研

究 者 もい る が(た と え ぼBour and Dubois,

1985),こ の意見 に対 しては反論 も少 な くな

い(た とえぼJoyce et al.,2004).そ もそ も目

の学名 は国際命名規約に もとづ くコン トロー

ルの対象か ら外れてい るため,こ の問題 に対

し公式 なルー ルに則 って 白黒の決着をつけ る

のは困難 である.た だ無用 な混乱を避け るた

めには,当 面,Testudinesを 使 用す るのが無

難であろ う.

ま た 本書 は カ メ 目の亜 目分割 に あた って

は,お もに甲 の特 徴 を基準 と して無 甲亜 目

(Athecae),皮 甲 亜 目(Chilotae),角 甲 亜

目(Laminidera)を 認 め,こ の うち 無 甲亜

目は オ サ ガ メ科(Dermochelidae)の み か

ら,皮 甲亜 目も本書 が扱 う範 囲 では ス ッポ

ン科(Trionychidae)の み か ら成 る と してい

る.こ れ ら以外の甲が角 質に覆われ るカメ類

は,い わゆ る潜頸類,曲 頸 類を問わずすべ て

を角 甲亜 目に ま とめ,日 本 お よびそ の周辺

地 域 か らは リク ガ メ科(Testudinidae)の

ヌ マ ガ メ亜 科(Emydinae)と ウ ミガ メ科

(Cheloniidae)を 認 めてい る.言 うまで もな

くカ メ目の大分類 に関す る現在の考 え方 は,

上 記 の もの とは大 き く異 なってい る.す なわ

ち現生 の ものに対象を限 るならば,目 の最初

の大分割 は潜頸 亜 目(Cryptodira)と 曲頸亜

目(Pleurodira)の 間 で認め られ る(Wermuth

and Mertens,1977;King and Burke,1989).

前 者 に含 まれ るオサ ガメ科 は ウ ミガ メ科 の

近 縁 とされ,い くつ か の絶 滅群 と ともに ウ

ミガ メ上科 に ま とめ られ てい る(Hirayama,

1994;Hirayama and Chitoku,1996).科 ・亜科

レベル の分類 につ いて も現行 の もの は本書

中 の もの とは少 なか らず異 な って お り,た

とえば本 書 中の リクガ メ科 は現在 の リクガ

メ上科(Testudinoidea)に,ヌ マガ メ亜科 は

イシガ メ科(Geoemydidae)に ほ ぼ対応 して

い る(Hirayama,1985;Gaffney and Meylan,

1988;Spinks et al.,2004;太 田 ・高橋,2006).

種 ご との コメン ト

1. Dermochelys schlegelii(Garman)(オ サ

ガ メ):本 書 で使わ れ てい る学名 はGarman

(1884)に よ って,太 平洋 ・イ ン ド洋 の個

体群 を大西 洋の個体群(D.coriacea)か ら分

類 学 的 に区 別 す るた め提 唱 され たSphargis

coriacea var.schlegeliiな い しS.schlegeliiを 暫

定的に採用 した ものである.も ともとcoriacea

との識別点 も明示 され ない ままに記載 された

この分 類群 は,本 書 中で採用 された ため か

1960年 代 くらいまではおもに亜種 として しば

しば表記 され,た とえば中村 ・上野(1963)

も そ の実在 性 を疑 問視 しつつ,Dermochelys

coriacea schlegeliiを 日本近海 の ものを含む 太

平洋 ・イン ド洋の個体群 に適用 してい る.し

か しその後,こ のエ リアの個体群 と大西洋の

個体 群 に明瞭 な差異 が ない との指摘 が な さ

れ,両 者 は分類 学的 に 区別 され な くなった

(た とえばTaylor,1970).し た がって現在で

はDermochelys coriacea(Vandellli,1761)が 日

本近海を含む オサガ メの全個体群 に使われ て

いる(Matsui,1996).ち なみ にGarman(1884)

のSphargis coriacea var.schlegeliiの 模 式 産 地

は長 ら くメキシコの太平洋岸 と推定 され てい

た が,近 年 になって記載の もとにな った のが

Temminck and Schlegel(1835)の 中 の挿絵 で

あ ること,し たが って実際には本種 の模式産

地 は 日本近海 である可能性が極めて高い こと

が指摘 された(Brongersma,1996).

2. Ocadia sinensis(Gray)(ハ ナ ガ メ):

近 年 もお もに この名 称が そ のま ま使 われ て

い る(Matsui,1996).た だ しご く最近にな っ

て,形 態 的にはイシガ メ科 内でも別 の亜科 と

され る くらい に差異 のあ る(Hirayama,1984;

Yasukawa et al.,2001)本 種 とイシガメ属,な

かで もニホ ンイ シガ メMauremys japonica(学

名 につ いて は下記 参照)が,分 子系 統 学的

には きわめて近い ことが示 され(Barth et al.,
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2004;Spinks et al.,2004),そ のため本種の学

名 をMauremys sinensisと す る研究 者 も見 ら

れ る(詳 細 は太 田 ・高橋[2006]参 照).

3. Clemmys japonica (Temminck&Schlegel)

(ニ ホ ンイシガメ):従 来,本 種を含む東 ア

ジア,西 ア ジア,ヨ ー ロッパ,北 アフ リカの

い くつかの淡水種 が,北 米 の種を もとに立て

られ た この属(Clemmys Ritgen,1828)に 加

え られて いた.し か しMcDowell(1964)は

い くつ かの形 態形 質 にお け るClemmys属 の

著 しい異質性 を指摘す る とともに,そ れ まで

無 効 とされていた古い属名Mauremys Gray,

1870を 復活 させ,旧 世界 の種すべてを この属

に移 した(詳 細 は太 田 ・高橋[2006]参 照).

し た が って 本種 の現 在 の学 名 はMauremys

japonica(Temminck&Schlegel,1835)と な る

(Matsui,1996).

4. Geoclemys reevesii(Gray)(ク サ ガ メ):

Smith(1931)は 本 種 に 対 し,新 た に クサ

ガ メ属Chinemys Smithを 記 載 した.そ の後

ChinemysをGeoclemys Gray,1855(模 式 種 は

南 ア ジ ア 産 のEmys hamiltoni Gray,1831)

の亜 属 とす る見 解 も出 された が(中 村 ・上

野,1963)お お むねSmith(1931)の 見 解が

定着 し,近 年 の文献 の ほ とん どでChinemys

reevesii(Gray,1831)が 使 用 さ れ て い る

(Matsui,1996).た だ し上記 のハナガメの場

合 と同様,最 近 になって本種 とイシガメ属,

な か で もニホ ンイ シガ メが分 子系 統学 的 に

は きわ めて近 い こ とが示 され(Honda et al.,

2002a;Feldman and Parham,2004;Spinks et

al.,2004),そ のため最近では本種 の学名 を,

Mauremys reevesiiと す る研 究者 も見 られ る

(詳細 は太 田 ・高橋[2006]参 照).

5.Geoemyda spengeri(Gmelin)(ス ペ ン

グラー ヤマガ メ):本 書で は琉球列 島産 のヤ

マガ メ属Geoenrda Gray,1834個 体 群は大 陸

の個体群 とともにこの学名で扱われ,区 別 さ

れ てい ない.そ の後Fan(1931)は 両 者間 に

若干 の形態的差異 を認め,沖 縄島の個体群 を

新 亜 種Geoemyda speugleri jaonicaと し て 記

載 した.こ の学名 は和名 の リュウキュウヤマ

ガ メとともに,そ の後60年 あ ま り使われたが

(た とえば中村 ・上 野,1963),近 年 にな っ

て大 陸の個体群 との形態的差異が,骨 学的 な

もの も含 めはなはだ著 しい ことが明 らか にな

り(Yasukawa et al.,1992),リ ュ ウキ ュ ウヤ

マ ガ メが 独立 種Geoemyda japonica Fian,1931

とさ れる ようになった(Matsui,1996).な お

本書 では リュ ウキ ュウヤマ ガ メの分 布 に沖

縄 島のほ か石垣 島 を加 え てい るが,実 際 に

は本種 は沖 縄 島お よびそ の近 くにあ る渡 嘉

敷 島 と久米 島 の3島 に しか分 布 してい ない

(Yasukawa et al.,1992).

6. (Colemys flavomarginata(Gray)(セ マ

ルノ)コガ メ):本 種 は も ともと台湾産 の標本

に も とづ き,オ カ バ コガ メ属Cistoclemmys

Gray,1863の 模 式 種 と して 記載 され た.し

か しそ の後,Boulenger(1889)に よ って マ

ル ヤマ ガ メ属(Cylemys Bell,1834(模 式 種:

Cyclemys orbioulata Bell,1834=Emys dentata

Gray,1831)に 加 え られ て い る.本 書 を は

じ めBoulenger(1889)以 降 に 公 表 さ れ た

出版 物 の多 くは この見 解 に従 って い るが,

Wermuth and Mertens(19776は そ れ まで マ

ルヤマガ メ属 の下位 同物異名 ない し亜属 とさ

れ て いた(た とえば 中村 ・上 野,1963)ア

ジ アハ コガ メ属Cuora Gray,1844(模 式 種:

Testudo amboinensis Daudin,1801)を 復 活 さ

せ,本 種をは じめ東ア ジアか ら東南ア ジアに

か けて み られ るハ コガ メ類 のす べ てを この

属 に移 した.さ らに近年 にな って行 なわ れ

た形 態形 質 に も とつ く分 岐分 析 の結果 が,

本 種 や ス ミヤ キ ハ コガ メ(C.galbinifrons

Bourret,1939)と,ア ン ボ イ ナ ハ コ ガ メ

(C.amboinensis[Daudin,1801])を 含 む他の

ハ コガ メ類 とを異 な る系統 に分 割 したた め

(Hirayama,1985;Yasukawa et al.,2001),前

2種 の属名 としてCistoclemmysを 復 活 させ

る研究者 もあらわれた(Zhao and Adler,1993;
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Yasukawa et al.,2001).し か しなが らさ らに

最 近 に なって行 なわ れた 分子系 統学 的解 析

の 結 果 はCuoraに 対 す るCistoclcmmysの 独

立 性 を ほ ぼ完 全 に否 定 した た め(Hondaet

al.,2002b;Parham et al.,2004),現 在 で は セ

マ ルハ コガ メはCuora flavomarginata(Gray,

1863)と さ れて い る(太 田 ・高橋,2006).

な お 本 種 には3つ の亜 種 が提 唱 され て きた

が,こ の うち種 の模式 産地 で あ る台 湾 の個

体 群 とC.f.sinensis(Hsu,1930)の 模 式 産

地 を含 む大 陸 の個 体群 は形 態的 差異 に乏 し

く,現 在 で は石垣 島 と西表 島 に分布 す るヤ

エ ヤ マ セ マ ルハ コ ガ メCfevclynae Ernnst

&Lovich,1990の み が亜 種 と して認 め られ

て い る(MatsuiandOta,1995;Matsui,1996;

Yasukawa and Ota, 1999).

7.Caretta olivacea(Eschscholtz)(ア カ ウ

ミガ メ,ヒ メ ウ ミガ メ):本 書 では左掲 の学

名 を,日 本 の南半分で最 も普通に上陸,産 卵

す る種 に あて てい る.こ れ は 明 らかに,現

在 われ われ が認識 す る と ころ の アカ ウ ミガ

メCaretta caretta(Linnaeus,1758)に 対 応す

るが,そ の一方 で プ レー ト(PL34)に は上

の学名(当 時)に 対応 して,日 本近海 ではき

わ め て稀 で あ り確 実 な産卵記 録 が まった く

ない ヒメウ ミガ メ(現:Laidochelys olivacea

[Eschscholtz,1829])の 原 記 載(Eschscholtz,

1829)の 挿 絵が示 されてい る.以 上 か らスタ

イネ ガーが著 し く混乱 して いた のは 明 らか

で あ る.実 際,19世 紀 か ら20世 紀 後 半 にか

けて の両 種 の取 り違 えや混交 に もとつ く分

類学 的混 乱 は,太 平 洋 ・イ ン ド洋全 域 で深

刻 であった(Deraniyagala,1933,1934;Frzier,

1985).日 本 近海 に見 られ るものも例 外では

な く.た とえ ば学名 の用 法や 分 類群 認識 等

におい て当時 としては極 め て完成度 の高い

モ ノグ ラ フ と言 え る中村 ・上野(1963)で

さ え,こ うした 混乱 の も とで現 在 の アカ ウ

ミガ メにLaidochelys olivacea olivaceaを 適 用

し,日 本近海 には稀 に しか あ らわれ ず産 卵

は しない種 としてオ オア カ ウ ミガ メCaretta

caretta gigas Deraniyagala,1933を 紹 介 して い

る.そ の後,Nishimura(1967)や 西 村 ・原

(1967)に よってはじめて,日 本本土の南半

分 に よ く上陸 ・産 卵 す る方 にCaretta caretta

が,稀 に しか見 られず 産卵記 録 の ない方 に

Lepidochelys olivaceaが 対 応す るこ とが明 らか

にされ(Matsui,1996),さ らに前者 にアカ ウ

ミガ メ,後 者 には ヒメウ ミガ メとい う呼称 が

提案 された のである.ち なみに上述の中村 ・

上野 も第4刷(中 村 ・上野,1971)以 降,該

当箇所 の記述 を修正 し,新 たな解説 を入れ て

いる.

8. Chelonia japonica(Thunberg)(ア オ ウ

ミガ メ):本 書 で使用 され てい る学名 は,太

平洋 ・イン ド洋 の個体群を,大 西洋の個体群

(C.mydas[Linnaeus,1758],模 式 産地 はア

セ ンシ ョン島)と は別種 とす ることを意味 し

ているが,そ のあた りの議論 は本文 中で も一

切触れ られてい ない.そ の代わ りただただ ス

タイネ ガー 自身の調べた標本 と,種 小名 のも

とになったThunberg(1787:Svensk.Vetensk.

Acad.Nya Handl.8:残 念 なが ら原 書は参照 で

きず)のTestudo jaonicaの 図 版(p.7)に 描

かれてい る標本 との特徴 の一致 が強調 され て

お り,お もに この ことが理 由で上記 の学名が

使用 された ことが伺 われ る.太 平洋 ・イン ド

洋 の個体群を分類学 的に どの ように扱 うか に

ついてはその後,独 立種 とす る考 えはほ とん

ど支持 されていない一方 で,20世 紀 後半 まで

しば しば亜種(C.mydas jaonica)と さ れ る

ことはあ った(た とえば中村 ・上野,1963;

Wermuth and Mertens,1977).し か し最近 の

よ り詳細 な形 態的,遺 伝 的 な比較 の結果 は

こ とご と く,こ の よ うな大西 洋個体 群 と太

平洋 ・イン ド洋 個体群 の分類学 的2分 割 を

否 定 して お り(Pritchard and Trebbau,1984;

Bowen et al.,1992;Karl et al.,1992;Kamezaki

and Matsui,1995),3大 大 洋 のアオ ウ ミガ メ

個体群全体 をChelonia my4asと す る考えでほ
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ぼ一致 してい る(Matsui,1996).そ の一方で

近年 注 目され は じめて い るのがい わゆ るク

ロ ウ ミガ メの存在 で あ る.Bocourt(1868)

に よ って 独立 種Chelonia agassiziiと し て 記

載 された 本種(模 式産 地 は グ ァテマ ラの太

平洋 岸)は そ の後,ア オ ウ ミガ メの下位 同

物異 名 とされ た が(た とえ ばWermuth and

Mertens,1977),近 年,そ の形態的,遺 伝 的

独 自性か ら独立 種や 独立亜 種 として の再 評

価 の可能 性 も取 りざた され てい る(Prichard

et al., 1983; Ernst and Barbour, 1989; King and

Burke, 1989; Bowen et al., 1993; Kamezaki and

Matsui,1995).こ の クロウ ミガメに相当す る

タ イプのアオ ウ ミガ メは 日本近海か らも1度

な らず確 認されてお り(亀 崎直樹氏,私 信),

この ことか ら将来,日 本近海 の集団 の大多数

がC.m.mydasと され,さ らにC.m.agassjzii

が 追加 され る可能性 も考 えられ る.

9. Eretmochelys squamosa(Girard)(タ イ

マ イ):前 種 の場合 と同様,当 時,太 平 洋 ・

イン ド洋の個体群 に対 して適用 され ることの

多か った この学 名 が本書 中 でそ のま ま種 小

名 として用 い られ てい る.ス タ イネガー は

手 も とに 日本産 の標 本 が ない と した上 で,

大 西洋産 の標本 の図をEretmochelys imbricata

(Linnaeus,1766)と して参考 までに示 し,「日

本産 の個体 の同定 に役立つ であろ う」 として

い る.こ の ことか ら彼 自身 にとって も,両 者

の差異 は判然 とした ものではなか った ことが

伺 え る,本 書 の刊行 か ら20世 紀後 半 まで の

間,太 平洋 ・イン ド洋 の個体群の分類学 的位

置づ けについ てはあま り実質的な研究は行 わ

れ てお らず,多 くの研究者は この個体群 を暫

定 的に大西洋 のE.imbricataの 亜 種 とみ な し

E.i.bissa(Ruppel,1835)と い う,"squamosa"

(Girardが1858年,Agasizzが1857年 に 記 載

したEretmochelys squamataの 代 替名 として提

唱)に 対 し先取権 のある名称を亜種名 として

適用 してい る(Wermuth and Mertens,1977;

Ernst and Barbour,1989;Iverson,1992).こ こ

では この亜種分割 の問題 につ いては,よ り包

括的,定 量 的な評価 ・検討 を待つ こととし,

日本近海 にあ らわれ る個体 につ いては当面,

単 にEretmochelys imbricataと してお きたい.

10. Amyda japonica (Temminck&Schlegel)

(ニ ホ ンス ッポン):本 書 では東 アジアのス ッ

ポン類 の分類 につ いて,日 本産 の7成 体,台

湾産 の2成 体,中 国北 部産 の1成 体 を比較

し,文 献情報 も加味 しつつ検討 してい る.そ

して甲のプ ロポーシ ョン等 に違いを見 出し,

直 接検 討 した標 本 の少 な さを認 めつつ も,

暫 定 的にそれぞれを独立種Amyda japonica,

A.sinensis,A.schlegeliiと 同 定 してい る.し

か し この うち 日本産 の個体 群 は本書 発行 の

後,中 国中 ・南部や台湾 のチ ュウゴクス ッポ

ン(模 式産地 はおそ ら くマカオ近 くの小島:

Zhao and Adler,1993)の 亜 種に位置づ けられ

(中 村 ・上 野,1963),そ の さらに後 にな る

と完全 な下 位 同物 異名 とみ なされ る よ うに

なった(Wermuth and Mertens,1977;Iverson,

1992).背 景 には,現 在 日本 で見 られ るス ッ

ポ ンすべ てが,過 去 に食用 として中国か ら持

ち込 まれた ものに由来す るとの認識があ るの

か もしれ ない(Ernst and Barbour,1989).と

ころが最近 になって行 なわれたいわゆ るアロ

ザイム法 に よる遺伝的解析か らは,日 本本土

の個体群 と台湾や香港 などのチ ュウゴクス ッ

ポ ン個体群 との間 で,対 立遺伝子がほぼ完全

に置 き換わ った遺伝子座のあ ることがわか っ

た(Sato and Ota,1999).こ の ことは 日本 本

土 に現在見 られ る個体群が,実 際には少な く

とも近年 になって大陸か ら人為的に持ち込 ま

れた ものではない ことを強 く示唆 してい る,

この ような明瞭 な遺伝的差異を分類学的位置

づ けに どの ように反映 させ るかについては,

形 態形質 における差異 の包括的,定 量的な検

討 を含 め今 後 のさ らな る議論 が 必要 で あろ

う.た だ少 な くとも亜種 として,日 本本土の

個体群 を大陸 のものか ら分割 してお くのは問

題 ないのではないか と思われ る.一 方属名に
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つ い ては,ま ず本 書 中で用 い られたAmyda

Geoffroy,1809の 名 称 を,命 名 規 約 上 は じ

め て有 効 に した の がOken(1816)な い し

Fitzinger(1835)と す る考 え などか ら,よ り

古 いTrionyx Geoffroy,1809が 使 わ れ る よ う

に なった.そ して さ らにMeylan(1987)に

よる骨形質 にもとつ く分岐分析の結果 が示 さ

れ ると,単 模式属 であ るPelodiscus Fitzinger,

1835がsinensisの 属 名 と して 使 わ れ る よ う

に なった.し たが って現時 点 では 日本 本土

産 の個 体 群 は,暫 定 的 にPelodiscus sinensis

japonious(Temminck&Schlegel,1835)と し

てお くのが妥当 と考え られ る.な お現在,琉

球列 島に見 られ る個体群はすべて人為的な移

入 に由来す るこ と,こ の うち奄美諸島に見 ら

れ る もの は本土 か らの持 ち込 みで あ りした

が ってP.sjaponicusに 入 る こ と,こ れ に対

して沖縄諸 島,八 重山諸島,大 東諸島の もの

はほ とん どすべ てが台湾か らの持ち込みで,

した がって台湾や中国 のもの と同様,基 亜種

とみなされ るべ きで あることがわか ってい る

(佐藤 ほか,1997;SatoandOta,1999).

11. Amyda sinensis(Wiegmann)(チ ュ ウゴ

クス ッポ ン):詳 細 につい てはす ぐ上 の解説

を参照 の こ と.現 時点 では基亜 種Pelodiscus

sinensis sinensis(Wiegmann,1834)と してお

くのが妥 当であろ う.

12. Amyda schlegelii(Brandt)(キ タ ス ッポ

ン):詳 細は上 の解説 を参照 の こと.現 時点

で は チ ュ ウ ゴ クス ッポ ン基 亜 種Pelodiscus

sinensis sinensis(Wiegmann,1834)の 下 位 同

物異名 としてお くのが妥当であろ う.

13. Amyda maackii(Brandt)(ア ムールス ッ

ポ ン):ス タ イネ ガーは本種 の標 本 はまった

く実見 しておらず,本 書中の この種に関す る

記 述 の箇所 に はBrandt(1857)に よ る原記

載 の英訳 が掲載 されてい る.現 時点ではチ ュ

ウ ゴ ク ス ッ ポ ン基 亜種Pelodiscus sinensis

sinensis(Wiegmann,1834)の 下 位 同物 異名

としてお くのが妥当であろ う.

14. [Dogania subplana(Geoffroy-Saint-

Hilaire)](マ レー ス ッポン):ス タイネ ガーは

本書 の扱 ってい る地理 的範 囲内(台 湾,日 本

など)に 本種が分布 す ることに強 い疑問を感

じつ つ も,Gray(1855,1862)の 紹 介 す る

標本 の産地や標本採 集者 か らの連絡 内容 に関

す る情報を根拠に,本 書の最後 で この種 を取

り上 げてい る.本 種は実際,そ の後 も日本や

周辺地域か らは採 集 されてお らず(た とえば

中村 ・上野,1963),こ の地域 に分布 しない

のは確実 である.学 名は上掲 の ものが現在 も

使用 され てい る(Matsui,1996).
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